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多岐にわたり , 重層的構造を持つ本論文の内容をその特質に即して簡潔に要約すれば , 不登校現象を子
どもの心理や家族の問題 , あるいは学校制度や教育体制の問題に還元して理解したり対処しようとしてき
た従来の諸研究を研究史的にレヴューして批判的に検討し , 生徒個人と教師との関係という新しい視点か



















この認識の背景には , 著者自身の教師としての強い自覚と内省 , および通級学級で不登校生徒と模索 ,
研究を重ねながら長年 , 関わってきた実践経験がある。この経験についての詳細で多角的な分析が本論文
の基幹部分をなす。これによって本論文は「教育には生徒と教師との人間関係が大事」といったステレオ
タイプな教育論とは内容を異とし , その「関係」とはどういうものか ,「関係」を育むとは実地にはどう
することかを具体的に追究し検証した学術的・臨床的な内容となっている。本論文の後半がその基幹部分
である。













それがなされておれば , 不登校を生徒と教師の「関係」という視点から捉え , その視点こそが重要だと
する著者の認識が , 過去の諸研究や諸理論とのいわば「格闘」を通して , より理論的なかたちで輪郭づけ
られたのではないかと思われる。その輪郭が薄いぶんだけ , 著者が繰り返し強調する上述の視点は , 論述
的には著者の経験的な信念から生まれた認識という印象を幾分残すものとなっている。これは著者自身が
現職の教師で , なによりも教育現場をみずからの居場所と任じており , そこから生み出された論文である
ということもあろうと考えられる。





また , 架空事例による教師 , 養護教諭 , スクールカウンセラーを対象としたアンケート調査は方法論的
にも独創的な工夫がこらされ ,「教師自らの教育活動の再点検の必要性」という結論を導き出したことは
新知見といえよう。
このほか示唆深い多くの知見が得られているが , ひとつ問題点として回収率が 36％と十分には高くな
かった点が指摘できる。これはこうした追跡研究につきまとう問題でもあるが , このことの意味も分析対
象とされたらと少々惜しまれる。ここにも「関係」という問題が包含されているからである。
指摘したような瑕瑾もあるが , 全体を通して現場での長年の実践に裏づけられた労作であり , 独創性あ
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る優れた論文である。
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